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般
会
計
補
正
予
算
な
ど

四
議
案
可
決
承
認
さ
れ
る

．．．．． 

$$$$$$$$~事

平
成

4
年
第
3
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

6
月

刊
白
か
ら
げ
白
ま
で
の

8
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
旬

議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

磁

案

の

偶

要

徒
出
さ
れ
た
平
成
4
年
度
一
般

会
計
補
正
千
算
（
第
2
号
）
、
必
人

保
他
医
療
事
業
特
別
会
計
納
正

予
算
、
平
成

3
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
各
特
別
会
計
補
正
予
算

な
ど
の
千
算
関
係
日
件
、
朝
日
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

な
ど
の
条
例
関
係

3
件
、
町
道
路

線
の
変
更
の
件
な
ど
口
議
案
、
さ

ら
に
、
議
員
提
出
議
案
1
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
7
件
、
陳
情

1
件

の
審
査
も
行
わ
れ
、
「
清
水
川
の
改

修
に
つ
い
て
」
と
「
米
市
場
開
放
阻

止
な
ら
び
に
平
成
4
年
産
米
の
政

地
拙
者
の
理
解
と
協
力
を
得
て
用

地
員
収
さ
れ
、
実
施
計
画
策
定
に

入
ら
ん
と
す
る
な
ど
順
調
に
進
展

し
て
い
る
が
、
施
設
等
の
蔚
工
に

向
け
、
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

前
向
か
ら
継
続
審
作
．
に
な
っ
て

い
た
請
願
の

J
消
費
税
法
』
の
即

時
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

つ
い
て
」
及
び
陳
情
の
「
小
選
挙

区
制

・
政
党
法
に
．
反
対
し
、
議
員

定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
意
見

書
掠
択
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の

状
況
を
勘
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続

審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。ま

た
、
前
．
刷
の

「
『
P
K
O協
－h
H

法
』
制
定
反
対
に
つ
い
て
」
は
、
今

川
会
で
成
立
し
た
の
で
不
保
机
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
ω

環
境
厚
生
委
員
長

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
川
議
案

府
買
入
価
格
、
米
穀
政
策
の
確
立

に
つ
い
て
」
は
採
択
、
そ
の
他
の

請
願
は
継
続
事
査
又
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

〔議
案
の
概
要
〕

O
平
成
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
サ
）

9
、

5
5
5
方

7
千
円
を
増
額

補
正
し
、
総
額
を

5
4
億
9
、
7

4

8
万
7
千
円
と
し
た
。

〈
補
正
の
主
な
も
の
〉

文
教
ゾ
ー
ン
施
設
費

8
、
2
4
0
万
問

参
議
院
議
員
、
県
知
事
選
挙
費

2
1
6
万
5
千
円

沿
岸
漁
業
縦
興
推
進
費

1
7
7
万
5
千
円

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決

・
本
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
c

な
お
、
事
査
の
過
躍
で
次
の
要

望

・
意
見
が
あ
リ
ま
し
た
。

1

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は

「朝

日
町
ご
み
減
量

・
再
資
源
化
対
策

検
討
委
只
会
か
ら
の
提
言
」
に
沿

っ
て
、
早
急
に
実
施
に
移
さ
れ
た

盲

hv2

保
行
所
地
設
の
改
持
、
改
修

を
早
急
に
災
地
さ
れ
た
い
。

病
院
凶
係
で
は

1

多
制
に
の
ぼ
る
以
制
欠

M
A慌

の
解
消
に
鋭
芯
努
め
ら
れ
た
い
。

2
侠
陥
な
柴
局
ス
ペ

ー
ス
に
つ

い
て
、
そ
の
改
善
を
検
討
さ
れ
た

’uv 3

サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
、

両
会
来
訪
者
に
対
し
病
院
案
内
栗

の
配
付
を
検
討
さ
れ
た
い
。

前
回
か
ら
継
続
審
査
に
な

っ
て

い
た
請
願
の
「
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
」
は
、
諸

般
の
状
況
を
勘
案
し
、
継
続
審
査

に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
長

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
4
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決

・
中
小
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

油
断
の
ご
本
市
場
開
肱
阻
止
な

． 
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事事事事事事事事事

O
平
成

4
年
度
老
人
保
健
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

2
、

0
6
8
万

6
千
円
を
塙
額

補
正
し
、
総
額
を
1

7
億

8
、
1

3
8
万

2
千
円
と
し
た
。

〈
補
正

・
改
正
の
主
な
も
の
〉

O
平
成
3
年
度
老
人
保
健
医
療
事

業
特
別
会
計

医
療
貨
の
確
定
に
よ
る
返
還

O
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改

正

〈
主
な
改
正
点
〉

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

現
行

4

4
万
円

改
正

4
6
万
円

O
平
成
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

3
億

8
7
0
万
円
を
増
額
補
正

し
、
総
額
を
5
4
億
1
9
3
万
円

と
し
た
。

〈
補
正
の
主
な
も
の
〉

文
教
ゾ

l
ン
用
地
買
収
費
と
し

て、

3
億
8
7
6
万
2
千
円
追
加

し
た
。

。
平
成

3
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
（
国
民
他
版
保
険
特
別
会
計
な

ど
9
特
別
会
計
補
正
予
算
）

〈
補
正
の
主
な
も
の
〉

3
年
度
事
業
の
確
定
文
は
枯
算

に
よ
る
補
正

総
務
教
育
委
員
長

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た

7
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
・

し
た
。

な
お
、

議
案
審
査
の
過
位
で
次

ら
び
に
ヂ
成

4
年
産
米
の
政
府
民

入
価
絡
、
米
殺
政
策
の
雌
立
に
つ

い
て
」
及
び
前
回
か
ら
継
続
審
査

に
な
っ
て
い
た
「
清
水
川
の
改
修

に
つ
い
て
」
は
、
断
開
怠
妥
当
と
認

め
採
択
す
べ
き
も
の
と
、
ま
た
「
船

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1
図
書
館
利
用
者
の
利
便
性
を

図
る
見
地
か
ら
、
人
員
配
置
等
の

問
題
も
あ
る
が
、
平
日
及
び
日
曜

日
の
同
館
時
聞
の
延
長
を
前
向
き

に
検
討
さ
れ
た
い
。

2

文
教
ゾ

l
ン
整
備
計
画
は
、

山
川
リ
地
設
の
建
設
に
つ
い
て
」
及

ひ
司消
勺
装
置
の
設
抗
に
つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
継

続
審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

世世世段。主
、F ‘戸、戸‘:p..,..

6
月
議
会
で
は
、

6
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
何
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し
だ
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

質

問

懸
乞
は
．な
ベい

か

年
内
に
隣
町
で
も
オ
ー
プ
ン
す

る
、
｝
と
や
多
目
的
ホ

l
ル
の
規
紋

か
ら
、
シ

ヨ
ヅ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
将
来
を
懸
念
し
ま
す
が
、
活
用

の
多
峨
に
わ
た
る
も
の
や
ホ
ー
ル

以
外
の
も
の
も
身
え
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
、
懸
念
が
な
い
か
、
所

見
を
川
い
ま
す
。

答
弁

州
怖
い
一
整
備
内
容
を

＆
P0
3
μ
I
 

H
月
初

U
オ
ー
ブ
ン
を

H
桁
し

て
多
目
的
ホ

i
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

を
併
設
す
る

「
ア
ス
カ
」
が
山
佳
品

中
で
す
が
、
ホ
ー
ル
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
相
ま
っ
て
、
施

設
全
体
が
単
な
る
買
物
の
場
か
ら

円
以
ら
し
の
広
場
と
し
て
、
町
民
の

文
化
、
思
い
の
場
と
な
る
よ
う
併

設
し
た
も
の
で
す
。
今
後
厳
し
さ

を
増
す
商
業
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、

ホ
ー
ル
の
前
用
に
つ
い
て
会
社
と

－
議
会
だ
よ
り

＠

E軍軍司

議
案
・
請
願
等

の
採
決
結
果

「「

議

案

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

4
年
度
補
正
予
算

別。 2 0 

会朝号朝
計日）日
補町町
正老一
予人 司予
算保互
（ 健 叫
第医理
1 療 玄

き霊主
特 第

条

伊j

。
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
一

部
改
正
の
件

。
朝
日
町
国
民
健
戚
保
険
税
条
例

一
部
改
正
の
件

。
朝

H
町
家
庭
奉
仕
只
の
手
数
料

条
例
一
部
改
正
の
件

。
町
道
路
線
の
変
更
の
件

議
員
提
出
議
案

....，.....，，..＂＂＂＂＇肉、，、
帯電島署掛和

。
米
市
場
開
放
阻
止
な
ら
び
に
平

成

4
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
、

米
穀
政
策
の
確
立
に
闘
す
る
立
見

K
M
 承

認
さ
れ
た
も
の

平
成

3
年
度
補
正
予
算

c

朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

8
ロサ）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号）

。
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
地

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算

（第
2
号
）

。
朝
日
町
国
民
他
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
サ
）

。
朝
日
町
闘
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
2
号）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

－
平
成
4
年
8
月
号

＠ L_J 

ことわ~に！！，先人の知必が4雄総されており ．人生を生きてい く上での様々なこ とを
見つけることができます。

｜ことわざ紹介 ｜下手の畏糸，上手の小糸……！＆縫の下手な者ほど針につける糸を長くして使うが..J-.予な者はわずかな糸て仕上げてしまうものだということ。



協
議
中
で
あ
り
、
幣
備
内
容
に
つ

い
て
も
よ
り
よ
い
地
設
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

海

浜

公

園

整

備

質

問

特
徴
あ
る
植
栽
を

こ
の
ほ
ど
認
定
を
受
け
た

「あ

さ
ひ
海
岸
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

事
業
」

の
整
備
と
と
も
に
、
海
浜
公
園
な

ど
に
宮
崎
鹿
島
樹
叢
で
見
ら
れ
る

植
物
や
ハ
マ
ナ
ス
な
ど
、
特
徴
あ

る
柏
栽
に
も
配
慮
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

特
色
あ
る
整
備
を
検
討

な
ぎ
さ
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
は

快
適
で
潤
い
の
あ
る
海
帰
環
境
を

の
都
度
対
応
し
、
広
く
町
民
に
か

か
わ
る
問
題
は

「広
報
あ
さ
ひ
」

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
名

前
の
な
い
も
の
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た

「話
す
集
い
」
は

昨
年
山
地
区
で
開
催
し
、

「話
す

日
」
は
毎
月
刊
日
に
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、

諸
施
策
の
推
進
と
併
せ
て

検
討
し
た
い
と
身
え
て
い
ま
す
。

現
荘
行
っ
て
い
る
新
世
紀
の
翼

や
高
校
生
海
外
派
遣
へ
の
助
成
に

加
え
、
小
中
学
生
が
海
外
で
生
活

を
体
験
す
る
ホ
1
ム
ス
テ
イ
事
業

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

答

弁

調
査
・検
討
し
た

い

小
中
学
生
は
義
務
教
打
期
間
中

の
た
め
、
海
外
で
の
研
修
は
海
外

居
住
留
学
の
ほ
か
正
式
に
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
県
内
で
は
夏
期
、

学
期
末
等
の
休
業
期
間
を
中
心
に
、

ま
た
姉
妹
友
好
都
市
や
関
連
提
携

企
業
関
係
等
を
通
し
て
の
交
流
が

創
出
す
る
も
の
で
す
が
、
海
岸
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
背
後
地
の

幣
備
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
坊
の
拡
充
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
や
防
糊
林
内
の
縁
道
整
備

な
ど
に
あ
わ
せ
、
あ
さ
ひ
海
岸
に

ふ
さ
わ
し
い
樹
木
の
穐
知
な
ど
、

特
色
あ
る
整
備
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本

年
し
度

予

算

雪
国
刀
性
質
別
経
費
の
高
低
理

店
長
田
作
由
は

本
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
に

じ内
め
る
雑
務
的
経
貨
の
構
成
比
は

県
内
市
町
村
と
の
比
較
で
は
い
品
く
、

一
万
、
投
資
的
経
世
は
最
低
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
埋
由
を
伺
い

ま
す
。

答

弁

人
件
費
や
事
業
計
画
段

階
の
た
め

義
務
的
経
費
の
大
部
分
を
内
め

る
人
件
費
で
職
員
数
は
前
年
よ
り

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
保
育
所

な
ど
の
施
設
が
比
較
的
多
い
こ
と

や
、
山
海
に
固
ま
れ
産
業
構
成
が

多
様
で
あ
る
こ
と
が

一
つ
の
要
因

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た

投
資
的
経
貨
は
、
小
学
校
教
育
環

境
撚
備
卒
業
や
文
教
ゾ
ー
ン
整
備

引
業
の
計
削
策
定
、
山政川印
刷
等
の
段

一
部
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
間
際
感

覚
を
育
て
る
上
で
有
意
義
な
も
の

で
あ
り、

今
後
調
査
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
c

－－－

h
kま

－長’

r
p
p弘吊れ

戸・

H
r

．L
F
M
m
L
H
H

新
幹
線
と
在
来
線

ぷ九・川内・子。
w

－
ヘ
ヒ
〈
「

襲
笥

運
化
訴
紘
一が靴
、維
持
向

1

1
上
一は

並
行
在
来
線
問
題
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
は
最
終
的
に
問
長
に

一
任
と
な
り
ま
し
た
が
、
報
道
で

は
、
沿
線
市
町
長
協
議
の
結
果
、

現
行
運
行
水
昨
の
維
持
向
上
を
図

り
つ
つ
、
第
3
セ
ク
タ
ー
の
経
営

に
よ
り
存
続
を
図
る
こ
と
は
や
む

を
得
な
い
と
の
結
論
を
出
し
た
と

報
じ
て
い
ま
す
。
知
ギ
に
刈
し
ど

の
よ
う
な
運
行
水
準
の
維
持
、
向

上
の
保
証
を
と
ら
れ
た
の
か
、
所

見
を
伺
い
ま
す
。

階
で
あ
る
た
め
低
く
な
っ
て
お
り、

今
後
、
建
設
市
中
業
の
実
施
に
作
い

構
成
淵
ム
け
は
高
ま
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

ー，b

‘圃

対

策

み

Z
E
思
い
切
っ
た
政
策
の
実

E
R
行
を

膨
れ
あ
が
る

一
方
の
ご
み
霊
と

処
理
経
費
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
ど
う
す
れ
ば
少
な
く
な

る
か
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
と

同
時
に
、
白
H

分
で
出
し
た
ご
み
は

自
分
で
処
理
す
る
と
い
う
原
点
に

返
っ
て
見
つ
め
ぬ
し
、
思
い
切
っ

た
政
策
を
実
行
す
べ
き
で
は
な
い

か
u

見
解
を
。

答

弁

怠
識
改
革
と
減
量
、

資

湯
引
施
策
に
よ
り

ご
み
の
減
量
、
資
源
化
は

一
人

ひ
と
り
の
意
識
の
高
崎
、
変
革
が

重
要
で
す
。
本
年
度
は
新
た
に
リ

サ
イ
ク
ル
報
償
令
制
度
や
減
量
化
・

資
源
化
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
行

う
と
と
も
に
、
学
校
、
保
育
所
へ

の
生
ご
み
処
理
器
の
配
置
や
庁
舎

内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
な
ど
を
行
い
つ
つ
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
職
員
が
住
民
の
範
と

な
る
べ
く
指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
有
料
の
指
定
ご
み
袋
制

答

弁

協
議
機
関
等
で
検
討

4
月
の
沿
線
市
町
長
会
議
で
は

県
の
方
針
に
同
意
す
る
こ
と
が
容

認
さ
れ
、
席
上
全
線
整
備
の
促
進

や
財
政
負
担
等
々
の
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
運
行
水
泳
の
維
持
向

上
、
安
全
確
保
に
閲
し
て
は
、
新

線
整
備
の
本
格
着
工
後
治
線
市
町

村
等
で
、
ま
た
運
輸
村
、

J
R
、

富
山

・
新
潟
両
県
等
に
よ
る
協
議

機
関
で
十
分
検
討
を
行
い
、
新
線

開
業
時
ま
で
に
結
論
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は

第
3
セ
ク
タ
ー
の
形
態
や
サ
ー
ビ

ス
水
準
等
の
具
体
的
な
内
容
は
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

6
月

に
発
足
し
た
県
交
通
問
題
研
究
会

の
検
討
状
況
を
見
守
る
と
と
も
に
、

第
3
セ
ク
タ
ー
の
良
好
な
運
営
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
具
申
し
た

い

と
考
え
て
い
ま
す
。

／ 

／シ
／ 

／ 
〆

..-.."-
ヨー－、、

の
導
入
も
広
域
圏
で
検
討
さ
れ
て

お
り
、
町
民
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
減
量
、
資
源
化
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公

聴

活

動

号
電
司
り
や
ま
び
こ
通
信
等
の
効

Z
R
果
は

町
政
へ
の
参
画
を
呼
び
か
け
る

「
や
ま
び
こ
通
信
」
や
「
町
長
と

話
す
集
い
」
「
町
長
と
話
す
日
」
の

効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
計
画
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

答

弁

町

政
に
反
映
さ
せ
る

「
や
ま
び
こ
通
信
」
で
は
い
ろ

い
ろ
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す

が
、
す
ぐ
対
応
で
き
る
も
の
は
そ

統
計
家
h

『
見
た
朝
日
町

質
統
計
は
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

う
如
何
の
物
差
し
だ
と
思
い
ま
す

が
、
統
計
か
ら
見
た
我
が
町
の
特

徴
を
一
不
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
が
ん

検
診
車
や
ご
み
減
品
に
つ
い
て
も

目
械
数
値
を
示
し
て
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
見
解
を
。

答

弁

人

口
・産
業
・
生
活
環

境
面
で
は

人
U
面
で
は
増
加
率
、
流
入
割

合
が
低
く
、
老
年
人
口
比
率
や
死

亡
率
が
高
い
こ
と
、
産
業
面
で
は
、

就
業
者
割
合
が
第
l
次
産
業
か
ら

第
2
次

・
第

3
次
産
業
へ
移
行
し

て
い
る
こ
と
、
生
活
環
境
面
で
は
、

道
路
舗
装
率
は
高
い
が
都
市
公
園

出
航
が
低
い

こ
と
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め

の
諸
地
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
有
力
な
資
料
と
し
て
統

計
約
献
を
利
活
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た

目
標
数
値
は
行
政
で
は

な
じ
ま
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

側
々
人
の
意
識
改
革
を
図
る
べ
く

粕

一
杯
の
努
力
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り
＠

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
純
正
予

算
（
第
2
号）

。
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
下
算
（
第
2
号
）

。
朝
日
町
加
践
奨
学
資
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

平
成

4
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号）

。
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号）報
告
さ
れ
た
も
の

。
平
成

3
年
度
朝
日
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

〔
請
願
・
陳
情
］

採
択
に
な
っ
た
も
の

。
米
市
場
開
放
阻
止
な
ら
び
に
平

成

4
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
、

米
穀
政
策
の
確
立
に
つ
い
て

。
清
水
川
の
故
修
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

。
船
溜
り
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

。
寸
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

。
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

。
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

。
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
、
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

不
採
択
に
な
っ
た
も
の

「
P
K
O協
力
法
」
制
定
反
対

に
つ
い
て

。3永 3
3年 g

j霊；
義歯磁 器

；墓i
i盆j

6
月
刊
日
に
開
会
さ
れ
た
説
会

定
例
会
で
、
大
平
吉
作
氏
が
、
朝

日
町
議
会
議
只
と
し
て
叩
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
方
向
治
の
振
興

と
町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
議
決
を
も
っ
て
朝
日
町

議
会
か
ら
表
・
彰
き
れ
ま
し
た
。

－
平
成
4
年
8
月
号
＠

踏まI~~接lニ益ぅ 級友Ii六凝 （父 母・兄 弟妻 子）に匹敵するくらいに大切なものであるということ。
.. 色，＇. 
迷わぬ者に悟りなし……多くの迷いを経験してIitめて，悟』）の境地に到達できるということ．
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何
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随 遺恥

戸

V「さあ，行きましょう」と婦長さん。 4つの
グループ！こ分かれて院内見学ヘ出発

あ
さ

白 8
衣蓄
の…

、園内、，r. 
・2、
‘ 

r
R」邑

。
天
使
に

あ
こ
が

。

高
校
生
の
一

れ
て

日
看
護
見
学

－
あ
さ
ひ
総
合
病
院

＠

ii 

芯 h

且陪＇1...:0.

A.リハビリの現場を見るのも，もちろん初めて。
「科学的芯トレー二ングをするんですね」

， 

べ

（

b
v
 

d

司
実
際
に
ナ
｜
ス
セ
ン
タ
ー
の
中
に
も
入
れ

ら
い
ま
し
だ

看
護
婦
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
看
護
業
務
と
看
護
職
員
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
県
の
看
護
協
会
主
催
の

「高
校
生

の
一
日
看
護
見
学
」
が
7
月
比
目
、
あ
さ
ひ
総
合
病
院
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
見
学
会
に
は
、
泊
、
入
善
高
校
の
女
子
生
徒
犯
人
が
参
加
。
白

い
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
き
ん
を
付
け
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
実
際
の
看

護
現
場
を
は
じ
め
、
病
院
内
の
施
設
や
設
備
を
見
学
す
る
な
ど
、
医

療
の
最
前
線
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

4
司
1

工
イ
ズ
っ
て
、
こ
わ
い
」。

ビ
デ
オ
を
見
た
あ
と
、
先
生
か
ら
講
義

も
う
け
ま
し
た
。

企×線CT装置の説明を受ける皆さん。
「これで人聞の輔切りの写真ガ疲れるんて・すtlJ

V県看護協会会長の板窟ナミさんや婦長さんらを受えてのフリートーキ
ング。 r見学会に参加して看謹婦さんの仕事の大変さがよくわかりま
しだ」

陶幽 岡町』『酷・

－ーー』『コ1晶 司’

.,,.,j ：~~ ~. 
‘：・v＇－品

－
平
成
4
年
8
月
号

＠
て
も

身t~習わし・…人 Ii生まれた家刷会どによらず． その後の環境や習慣で，どのよ うにでも変わるものだといつ こ と。着とった杵柄……過去に鍛えた続前。年月を総ても自信のある技能のたと え。



町
の
ト
ッ
プ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

沢
本
喜
八
さ
ん
（上
道下
・
2

「初
め
て
ク
ラ
ブ
を
手
に
し
た
の
は
今
か
ら

十
八
年
前
。
本
来
が
熱
中
す
る
タ
イ
プ
で
す
が
、

正
氏
言
っ
て
こ
こ
ま
で
来
れ
る
と
は
，
U
分
で
も

思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」。

数
多
く
の
カ

ッ
プ
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
前
に
笑

阪
を
見
せ
る
沢
本
さ
ん
は
、
ゴ
ル
フ
に
か
け
て

は
制
口
町
の
第

一
人
者
。

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

向付がゆ牧
野
隆
弘
さ

ん

（
花
房

・
お
歳
）

三
の
数
字
が
示
す
と
お
り
、
ゴ
ル
フ
愛
好
者
に

は
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
、
以
内
で
弘
山
口
数
の

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
す
。

学
生
時
代
は
卓
球
、
そ
し
て
社
会
に
出
て
か

ら
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
名
手
と
し
て
鳴
ら
し
た
沢

本
さ
ん
は
、
ニ
ト
八
歳
の
と
き
に
ゴ
ル
フ
に
ひ

と
め
ぼ
れ
。
以
来
、
持
ち
前
の
情
熱
と
ひ
た
む

き
な
練
習
で
、
わ
ず
か
二
年
に
し
て
シ
ン
グ
ル

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
仲
間
入
り
を
来
た
し
ま
し
た
。

去
る
六
月
に
は
、
数
多
く
の
優
勝

・
入
賞
歴

に
加
え
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
な
ら
だ
れ
も
が
夢
み
る

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
達
成
。
「
自
分
自
身
の
た

め
の
ゴ
ル
フ
も
こ
こ
ら
で

一
区
切
り
。
今
後
は

町
の
ゴ
ル
フ
教
室
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
機
会

を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
ご

恩
返
し
を
し
た
い

」
と
品
る
山
本
さ
ん
。

「A
I
年

一
番
の
目
．掠
は
、
何
と
い

っ
て
も
郡

一
田
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
で
朝
日
町
チ
ー

ム
を
上
位
入
賞
に
導
く
こ
と
」
と
や
さ
し
い
同

を
輝
か
せ
ま
す
。

公勤務先 黒部郵便局

B型 "tr星座名みずがめ座

会趣味野球・ツーリング

北
海
道
ヘ
ツ
ー
リ
ン
グ
に

黒
部
郵
便
局
で
現
点
、
貯
金
窓
口

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
は
も

う
慣
れ
ま
し
た
が
、
お
客
様
相
手
の

仕
事
だ
け
に
気
を
使
う
こ
と
も
多
い

で
す
ね
。
で
も
、
だ
れ
と
で
も
す
ぐ

仲
良
く
な
れ
る
自
分
の
長
所
門
を
生

か
し
、
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
野
球
と
バ
イ
ク
で
の
ツ
ー

リ
ン
グ
。
今
年
は
向
分
た
ち
の
野
球

チ
ー
ム
の
優
勝
と
、
大
引
バ
イ
ク
の

会血液型

免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
目
標
。
で

き
れ
ば
バ
イ
ク
を
買
い
換
え
、
北
海

道
あ
た
り
へ
ロ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
に

も
出
か
け
た
い
で
す
ね
。

結
婚
は
二
十
七
、
八
歳
こ
ろ
。
自

分
自
身
に
責
任
が
持
て
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
c

理

忽
の
タ
イ
プ
で
す
か
？
明
る
く
て
元

気
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
似
合
う
ス

ポ
ー
ツ
好
き
な
女
の
チ
が
い
い
で
す

ね
。

仁）
品掻2よ

減荒川 ｜丁目の筒井謙治・ゆかりさん夫妻の

長女 絵里子（えり こ）ちゃん 9歳

次女 莱里奈（ま りな）ちゃん 3歳

三女真結（ま ゆ）ちゃん 9カ月

健
康
で
明
る
く
育
っ
て

長
女
の
絵
里
子
は
小
さ
く
生
ま
れ
た
せ
い
か
、

体
が
弱
く
、
以
前
は
よ
く
風
邪
を
ひ
い
て
い

ま

し
た
が
、
水
泳
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

体
も
丈
夫
に
な
り
、
今
で
は
二
人
の
妹
の
め
ん

ど
う
を
よ
く
見
て
く
れ
る
明
る
い
子
に
成
長
し

ま
し
た
。

次
女
の
莱
里
奈
は
、
自
分
の
意
見
を
、
正
張
し
、

テ
キ
パ
キ
と
行
動
す
る
チ
ヤ
ツ
カ
リ
犀
さ
ん
タ

イ
プ
で
、
こ
の
四
月
か
ら
保
育
所
に
通
い
始
め

た
叫
怖
が
家
の
人
気
者
で
す
。

三
女
の
其
結
は
、
た
だ
い
ま
ハ
イ
ハ
イ
に
挑

戦
中
。
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
に
閉
ま
れ
る
と
う
れ

し
い
の
か
、

h
F
を
た
て
て
よ
く
笑
い
、
内
分
も

仲
間
に
入

っ
て
い
る
よ
う
な
調
子
で
何
か
し
き

り
に
話
し
か
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
我
が
家
の
三
人
娘
。
こ
れ
か
ら
も
こ

人
そ
ろ

っ
て
健
康
で
明
る
く
、
そ
し
て
仲
よ
く

助
け
あ
い
な
が
ら
育

っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い

ま
す
。

黒菱スポーツ少年団

少
な
い
な
が
ら
も

明
る
く
元
気
に

私
た
ち
「
黒
菱
ス
ポ
ー

ツ
少
年
間
」
は
、
笹
川
小

学
校
の

3
年
生
か
ら

6
年

生
ま
で
の
男
女
あ
わ
せ
て

日
れ
の
民
間
で
す
。
昭
和
的
年
に

結
成
さ
れ
た
こ
ろ
は
団
員
数
も
多

く
、
昭
和
引
年
ま
で
の
凶
年
間
は

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

男
子
団
貝
が
年
々
減
少
し
て
き
た

こ
と
に
伴
い
、
か
つ
て
は

「
立
山

中
央
」
と
県
大
会
の
催
勝
を
分
け

た
こ
と
も
あ
る
サ

ッ
カ
ー
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
サ
、
現
在

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
中
心
に
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、

笹
川
小
学
校
の
講
堂
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
凶
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
限
ら
ず

ねたしのa.~さと

秋
山
利
fT
さん（花田明〉

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

秋
山

秋
田
県
の
大
内
町
で
す
。

人
口
は
約

一
万
人
。
海
に
は
面
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
朝
日
町
と
同
様
、

自
然
組
か
な
町
で
す
。
秋
田
こ
ま

ち
ゃ
サ
サ

ニ
シ
キ
の
ほ
か
、
キ
ヌ

サ
ヤ

エ
ン
ド
ウ
、
ミ
ニ
ト

マ

ト
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
気
候
的
に
は
、

こ
ち
ら
よ
り
冬
の
築
、
き
が
厳

し
い
こ
と
を
除
け
ば
あ
ま
り

変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

｜
｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

年
に
な
り
ま
す
か
？

秋
山

高
山
県
に
来
て
ト
六

年
、
制
U
町
に
嫁
い
で
卜
二

年
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

こ
ち
ら
の
万
一一日
が
わ
か
ら
ず

特
労
し
ま
し
た
が
、
今
は
も

う
大
丈
夫
。
了
育
て
も

一
段

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点
。

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
惚

合
ス
ポ
ー
ツ
少
年
問
。
な
か
で
も

冬
場
は
、
お
も
に
ス
キ
ー
を
取
り

入
れ
た
情
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
、
キ
｜
は
セ
ミ
レ
ー
サ
ー

ス
キ
！
と
い
っ
て
、
走
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
ス
キ
ー
で
、
冬
の
晴

れ
た
日
に
は
、
全
員
で
雪
の
積
も

っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
農
道
な
ど
を

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
大
切
に
し
て

い
る
の
も
私
た

ち
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
特
徴
。
地

区
の
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加

す
る
な
ど
、
少
な
い
な
が
ら
も
元

気
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

fl Ii Q tiどに舗を言う・・ 情のこもった目っきl.t，ロで話すのと閉じはど相手に気持ちを伝えるということ。

落
し
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
地
区
や
町
の

こ
と
に
も

目
を
向
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
大
内
町
へ
は
よ
く
？

秋

山

孫

の
成
長
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
実
家
の
両
親
に
は
申
し
訳

な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
約
5

4

0
キ
ロ
、
車
で
叩
時
間
も
か
か

る
こ
と
か
ら
、
旬
年
お
食
に
一
回

帰
る
脱
皮
で
す
ね
。

｜
｜

町
に
望
む
こ
と
は
？

秋
山

朝
日
町
は
ま
さ
に
「
う
み

巌
や
ま
い
珍
夢
産
地
」
め
キ
ャ

ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
ど
お
り
の
町
だ
と
思

い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
現
在
の

幸
せ
な
生
活
に
十
分
尚
足
し
て
い

ま
す
が
、
チ
供
た
ち
の
こ
と
を
考

え
る
と
学
校
の
週
五
日
制
や
統
合

問
題
が
気
が
か
り
で
す
ね
。

物にIi時節…・物.t>を行うにl.t.それにちょうど通した時穫があ 1），それをはずしては成功しないということ．また．時Ii刻々 と過ぎ，来るべ

き時l;t必ず来る というニと．

－
平
成

4
年
8
月
号
。
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「人間ーその内と外 富山

iカら世界へ未来へ」をテー

マに， 7月10日から80日聞の

日午呈で第 1回ジャノfンエキス

ポ富山’92カf始ま りました。

一人でも多くの方々にご覧

替になっていただきた く， 期間 2
2中は40日聞のパス運行を予定 員

3していますが，今回のエキス L
罰 ポは，朝日町にとっても内外 事

に町をアピールする絶好の機

会。とりわけ，8月21日はい朝i刊の日ですご 協 川
だく関係機関の方々に感謝申

し上げるとともに，朝日町の

すばらしさを大いにPRした

いと考えています。

ところで「一つ家に遊女も

寝たり萩と月」「早稲の香や

i分け入る右は有機海」といえ

ば松尾芭蕉の句ですが，先日

第5回固め「奥の細道サミッ 語

ト」が出雲崎町で開催されま

した。 11市18町 4機関から成

jるこのサ ミッ トには，富山県

富では入善町も加盟されていま

Eす。芸術文化に造けいの深い

頓町長さんの考えによ るものと

思います。

' 朝日問では平成元年に「奥

の細道紀行300年記念 あき

空Eひ俳句大会」を開きましたが，

議iいつかは「奥の細道サミ ット」

4 Jの開催も考えています。 これ

空 ！ もある意味では，県内外に向

旨iけて町を PRするチャンス。 L 
号L皆さんのご協力をえて，ぜひ I
4DI実現したいと思っています。 I 

~ ( 7月10日記） I 

ヲ長けに議を南げ・ 夕焼けになると翌日！~晴天になるだろうから，都I］りや刷リをする明 日の準備と して鎌を研げとい う こ と。

千大
j町畏めひとりごと

。・8申「UG様、

企ガルル（ 8 ) 

～・・・ ＇ Lう己主手、副＿ ，， 告書矛事~~＂＇・
言々 で，＂＂即日日相様相愛
l'-'J 嶋市•lllif» ...刊じ

タも、 川 内中 川えまえずむけ内

で除、．

t. I 終~：u;, ，，、
J .. －証主：：－：m·；；~＂~＇＇＇·吋川

~」 ぃ写宅ぞ“..，偶＂・3守.r..ヤ

右な：~~~·~有司令おおし ~
.A.KONATSU( 14) 

昏向感九しピ～司．守』＇）~／今＿，争ャーC'

司。

事．巳均ι4主
晶‘句0../(7,1吋ザト曹1叫主勺ζ、竜，

＠叫＠
＠へ＠

〆。I./°" I かの
¥. r ~＂＇＂＇ 

Aテリモンチーチャー（12) 

可話通手年

~·σ3 

つ

〔
東
京
タ
ワ
l｝

（

5
・6
歳
児
）

（
来
京
に
行
っ
て
き
た

T
く
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
て
）

Y
〈ん

「
T
ち
ゃ
ん
、
魚
京
タ
ワ
ー

で
何
が
見
え
ま
し
た
か
っ
・
」

T
〈ん

「
世
界
中
が
見
え
ま
し
た
／
」

全
員
「
ワ
ァ
ー
す
ご
い
／
」

κくん
「
僕
も
行
き
た
い
な

l
」

〔
と
れ
が
先
生
つ
・
〕
（S
6
落ん）

（
散
歩
に
出
か
け
、
水
た
ま
り
に

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
い
っ
ぱ
い

い
る
の
を
見
つ
け
て
）

T
〈ん

「
あ
っ
、

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

の
営
校
だ
／
」

O
〈
ん
「
ど
れ
が
先
生
や
ろ
っ
・
」

Y
〈ん

「
先
生
っ
て
笛
も
っ
と
る
が

い
ぜ
」
（
み
ん
な
一
生
懸
命

に
捜
し
て
い
る
）

〔
マ
マ
の
お
な
か
）

（

3
歳
兜
）

何
ちゃ
ん
「
わ
た
し
ね
、

あ
か
ち
ゃ
ん

断書／ろ

• :J:J柴輝子（ ？ ）

の
と
き
マ
マ
の
お
な
か
に
お

っ
た
ら
ね
え
、
こ
う
や
っ
て

へ
ん
た
く
っ
た
が
（
え
で
蹴
る

ま
ね
を
し
て
）
：
・。
ほ
し
て

マ
マ
ね
え
、
わ
た
し
と

K
ち
ゃ

ん
（
弟
の
こ
と
）
お
な
か
に

入
れ
て
働
い
と
っ
た
ん
；
・
」

〔
冷
や
し
中
肇
）

（

3
歳
兜
）

J
L
「
中
華
っ
て
中
国
か
ら
来
た

ん
や
っ
そ

l
」

ohくん

「
う
ん
、
そ
う
や
よ
ね

え
｜
」

J
〈ん

「お
。日
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
中
国

か
ら
買
っ
て
き
た
ん
げ
つ
・
」

（
調
理
師
昔
、
ん
に
）

調
捜
僻
「
お
ば
ち
ゃ
ん
作
っ
た
ん
や

ょ
。
お
い
し
い
か
ら
食
べ
て

ね」

幻
〈ん

「、
っ
ん
、

わ
か
っ
た
／
」

広
報
ク
イ
ズ
⑬ 

題

①

6
月
定
例
議
会
の
代
表

・

聞
の
件
数
は
？

＠
6
件

⑮

ロ

件

。

児

一件

②
ふ
る
さ
と
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し

た
の
は
平
成
何
年
？

③

元

年

⑮

2
年

。

3
年

③

「
前
び
き
」
と
は
ど
ん
な
道
具
の

一
一線
か
？

＠
の
み
⑮
の
こ
ぎ
り

（
応
募
方
法
）

。
か
ん
な

A
M
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
き
8
月
M
日
ま
で

に
役
場
総
務
課
秘
書
広
報
係

（干
蜘

s
m
w
朝
日
町
道
下
1
1
3
3
）
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
l
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

台
前
回
の
当
選
者
は
、
A
R
I
S
U

き
ん
、
ガ
ル
ル
さ
ん
、
林
の
朝
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
正
解
は
①
l

⑮
、
②
｜
⑮
、
③

。

却

通

中

正

解
は
却
通
）

妥弱貴いの議実ぃ一あま怖の安い~）を貰 うと ＇ I聞が悪くて放障が多かった1),jをい物にならなかったりで，かえって損失となるというこ

と。

般
質



税国
率民
か解

案雇
3民
子 Ci)
し
？ミ

一一

3
年
振
り
の
引
き
上
げ

一

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化

な
ど
に
よ
り
医
療
費
は
増
え
続
け
、

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
財
源

は
苦
し
く
な
る
一
方
で
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
平
成
元
年

度
に
引
き
上
げ
を
し
て
以
来
、
据

え
置
い
て
い
た
国
保
の
税
率
を
や

む
を
得
ず
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

国
保
税
は
、

各
世
帯
ご
と
に
次

国保の 1人当たり医療費と保険税の伸び

抑制I] 3~.~21内
290.101問、－ー・戸戸戸F

264.996円 d』’F 「 －－’戸’
251.294PI .－－－－－戸，J” 280.074附

r一一 」 －－－－－’ 265. 705fll 

~ －－’）. 244 .358円

．，ーする市内＼＼
213.667向 I¥ 

陳平高の匿事貰

35万円

30Jjドl

25 IJ Pl 

20 JjJIJ 

第6回全国勤労者

釜石駅伝
一一町予選会のお知らせ一一

10月11日（B），友好都市の岩手県

釜石市で開かれる第6回全国勤労

者釜石駅伝の選手選考会を次のと

おり行います。

ら

れ
ひ
i
A同

病
院

か

荒
井
僚
記
先
生

揚
一

現
一

酌
一

の
計
算
方
法
で
決
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
被
保
険
者

均
等
割
額
が
一
人
当
た
り
1
5
0

0
問
、
世
帯
別
平
等
割
額
が
1
0

0
0
円
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
国
保
税
の
計
算
方
法
〉

①
所
得

割

傾

加

入

世

帯
の
前
年

の
収
入
か
ら
一
定
額
を
控
除
し
た

所
得
に

9
・
3
%
を
掛
け
た
額

②
資
産
制
制
加
入
世
併
の
4
年

8 Jil』l

7 Jjl1J 

6 )j)lj 

8
月
初
H
川

期
日

か
ら

会
場

技
場

距
離

男
子
4

M

女

子
2

M

年
齢
区
分

男
子
お
歳
以
上

・

ω

歳
以
上

・
江川
歳
以
上

・
叩
歳
以
上

・
日
歳
以
上
の
部
女
子
お
歳
以

上
の
部

問
合
せ

教
育
委
民
会
（
宮
役
場

内
線
3
0
4
）
へ
。

午
前
9
時

入
普
町
通
勤
公
聞
陸
上
競

一
朝
日
町
区
長
会
に

一

一
県
知
事
表
彰

一

7
月
2
日
に
開
催
さ
れ
た
富
山

県
自
治
連
合
会
総
会
の
席
上
、
朝

日
町
区
長
会
が
県
知
事
表
彰
を
受

彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
区
長

会
が
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
功
労
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

度
の
国
定
資
産
税
に
日
%
を
掛
け

た
制

③
被
保
険
者
均
等
抑
制
加
入
世

慌
の
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
、

一

人
当
た
り
1
8
0
0
0
刊
を
掛
け

た
額

④
世
帯
別
平
等
割
制

一
世
帯
当

た
り
均
一
に
2
0
0
0
0
円

以
上
①
か
ら
④
の
合
計
額
が
国

保
税
に
な
り
ま
す

（た
だ
し
、
M
W

万
円
が
最
高
限
度
額
）
。

2 .If.・皮

一一医
療
費
増
が
国
保
を
圧
迫

一

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証
を
提
示

す
れ
ば
、
か
か
っ
た
医
療
費
の

3

訓

（退
戦
保
療
制
度
は
2
制
ま
た

は
3
割
）
の
自
己
負
担
で
治
療
が

受
け
ら
れ
、
強
り
の
医
療
山
口
は
国

や
山
市
、
町
か
ら
の
補
助
と
間
保
税

で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
グ
ラ
フ
を
見
て
も
わ

か
る
よ
う
に
医
療
費
は
毎
年
期
え

続
け
て
お
り
、
な
か
で
も
朝
日
町

の

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県
内

市
町
村
中
4
番
目
と
、
県
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
医
療
費
が
増
え
続
け
れ

ば
、
国
保
の
財
源
は
ま
す
ま
す
苦

し
く
な
り
、
今
年
度
の
改
正
の
よ

う
に
再
び
国
保
税
の
引
き
上
げ

・

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
す
。

－
国
民
健
康
保
険

＠

同

大

会

等

成

町

第
叩
田
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

（
%魚
沖

間
際
カ
ン
ト
リ
ー
）

－
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の
部

1
位
沢
本

宮
八
2
位
弥
忠
回
実
3
位
長
井

昭
夫

・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
部
1

位
舟
川
幸
伸
2
位
大
谷
邦
寛
3

位
根
建
末
松

・
グ
ロ
ス
の
部

l

位

沢

本

事

八

2
位

水

島

斡

結

3

位
弥
忠
岡
実

県
ジ
ュ
ニ
ア
春
季
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
（
%
1
%
常
願
寺
テ
ニ
ス
コ
ー
ト）

・
刻
下
日
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

・
ダ

ブ
ル
ス
優
勝
清
水
大
志
郎
会
同
岡

部

こ

・
女
子
凶
絞
以
下
シ
ン
グ

ル
ス
3
位
清
水
み
の
リ
（朝
日
中
）

下
新
川
郡
中
学
校
春
季
大
会

（団
体

優
勝
間
自
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
努
チ

・

女
千
、
点
球
友
子
、
剣
道
男
子

・
女

子
、
柔
道
、
サ

ッ
カ
ー
、
バ

ド
ミ
ン

ト
ン
女
チ

新
川
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会

（問
体
優
勝
）
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、

柔
道
、
陸
上
（
個
人
優
勝
）

・
柔
道

男
チ
日
同
級
魚
津
龍
彦
、
日
い
時
級
｛
女

遥
森
樹
、
花
岡
級
字
国
浩
賞
、
刊ゆい時

超
級
谷
口
繁
階
、
女
子
臼
同
級
水
島

亜
紀
、
日
比
級
海
老
樹
理

・
剣
道
男

子
平
木
修

・
陸
上
男
子
制
M
広
回
直

人

・
1
5
0
0
M
井
武
彦
、
川
M
ハ

ー
ド
ル
角
丸
映
豆
、
制
M
リ
レ

i
角

九
映
一生

・
蓬
沢
明
人

・
大
官
康
夫

・

広
閉
山
人
、一二
純
続
技
B
蓬
沢
明
人
、

－
中
学
生
の
部
〈川
体
v
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
千
：

女
チ
、
山
ト
球
女
〆
ド
、
采
述
、

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
、

陸
上
男
子

・
女
子

・
総
合

〈
個
人
〉

柔
道
。
同
級
（
西
図
勇
鎌
）
、
日
匂

級
（
道
島
岳
徳
）
、
日
同
級
（
安
達

春
樹
）、
市
阿
超
級
（
谷
口
繁
暗
）

剣
道

（平
木
修
）
陸
上
回
力
子
2
年
制

M

（井
武
彦
）
2
・
3
年
川
M
ハ

ー

ド
ル
（
角
丸
映
宅
）
制
M
リ
レ
｜
（角

丸
映
ポ

・
誰
沢
叫
人

・
宇
出
版
陀

－

h

仏
凶
民
人
）

2
・
3
年
定
尚
銚
（
九月

九
峡
．セ
）
2

・
3
年
定
制
跳
（
通
似

別
人
）
l
年
定
判
跳

（鈴
木
文
敏
）

2
・
3
年
砲
丸
投

（初
刷
聡
）
2
・

3
年
特
高
跳

（山
手
間
成
降
．）
女
子
1

年
剛
M
（
川
久
保
英
晴
）
3
年
刷
刈

（土
井
和
美
〉
2
年
別
M
（水
野
菜

畑
刊
）
3
年
制
M
（
門
口
澄
絵
）
2
・

3
年
走
高
跳

（
水
島
ち
と
せ
）

i
・

2
年
制
M
リ
レ

l
（川
久
保
美
晴

・

水
島
ち
と
せ

・
越
前
周
子

・
追
分
麻

美
）
1
年
砲
丸
投
（
川
内
陸
）
2
・

3
年
抱
丸
投

（
引
越
志
保
）

定
幅
跳
溢
沢
明
人
、
柿
向
跳
向
上
刷
版

降
、
砲
丸
投
初
制
聡

・
附
上
女
チ
刷

M
士
仲
介
初
美
、
側
M
リ
レ
l
追
分
麻

美
、
大
森
ま
り
子
、
水
品
艇
チ
、

土

井
和
夫
、
砲
丸
投
拍
越
志
保

新
川
，フ
ロ
ッ
ク
ビ
l
チ
ボ
l
ル
大
会

・
男
子
A
ク
ラ
ス
（
日
歳
以
上
）
能

勝
膏
組

C
ク
ラ
ス
（
刊
歳
以
上）

優
勝
大
家
庄
ビ
ー
チ
愛
好
会

第
羽
田
郡
民
体
育
大
会
（
優
勝
の
み
）

．
一
般
の
部
V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
般

女
チ
（
朝
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

V
テ
ニ
ス

一
一
般
女
チ
（
制
日
A
）
マ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
チ
総
人
口
（
刺
円
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

叩
歳
却
下
ダ

ブ
ル
ス
（
狩
谷
進

・
小
桜
吉
宏
）
ぬ

絞
男
チ
シ
ン
グ
ル
ス
（
狩
谷
進
）
刊

歳
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
大
村
市
雄
・
梅

沢
義
弘
）
刊
成
シ
ン
グ
ル
ス

（梅
沢

義
弘
）
女
子
総
合

（朝
日
町
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
）一

般
女
下
ダ
ブ
ル
ス

（水
嶋
岡
英

・
篠
回
以
対
長
｝一

般

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

（水
嶋
問
尖）

V

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
般
男
子
（
東
砂
野

レ
ッ
ド
ア
ッ
プ
ル
ズ
二

般
女
子（

レ

モ
ン
ズ
）

V
卓
球
家
庭
婦
人

（
上
不

勝
美
）
V
剣
道

一
般
男
子
団
体
（
泊

剣
道
ク
ラ
ブ
）

V
サ
ッ
カ
ー

一
般
男

子
（
白
馬
ク
ラ
ブ
）
V
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
男
子
A
ク
ラ
ス
（
背
組
）

C
ク
ラ

ス
（
ゲ
ル
メ
｜
ツ
）
D
ク
ラ
ス
（
い

い
ち
こ
B
｝女
チ
A
ク
ラ
ス
（
肖
組
）

C
ク
ラ
ス
（
大
家
正
ニ
ュ

ー
ス
マ
イ

ル）

D
ク
ラ
ス
（
大
家
庄
ス
マ
イ
ル
）

－
小
学
生
の
部
柔
道
i
年

（納
町

控

・
阿
佐
町
正
れ
）
3
年

（河
村
行

・

一
結
）

4
年

（
ん
子
師
一
美

・
一
桁
）

5
年
（
南
茂
大
介

・
絞
町
正
気
）
6

年
（
南
茂
あ
弱
気

・
桜
町
正
気
）
陸
上

5
年
別
M
｛平
坂
雅
人

・
泊
）
初
M

ハ
ー
ド
ル

（佐
々
木
絵
里

・
南
保
）

走
幅
跳

（品
端
こ
ず
、
ぇ

・
泊
）

囚

同
大
会
等
出
場
出

会
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
采

道
上
野
必
見

・
小
林
汗

（日
附
屯

谷
）
小
品
誠

一
（
小
杉
）
・
陀
トし

大
品
ト
何
紀

f
｛桜
井
）

全
国
高
等
学
校
定
時
制
総
合
体
育
大

会

・
卓
球
原
晴
美

・
陸

上

池

野
綾
子
、
前
回
ゅ
う
子
、

九
山
純
r
T
、

武
緩
み
ゆ
き
、
高
岡
栄
子
、
大
崎
直

チ
、
伊
勢
谷
真
美
、
村
山
直
下
（
以

上
泊
高
校
）

第
6
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

山
崎
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
大
石
朋
史
外
幻
名
）

イライラの原因は？

中学3年生め女の子が，登校

拒否で精神科に入院していまし

たが，首がはれているというの

で内科を受診しました。診療上，

首の喉仏の下にある甲状腺がは

れています。請してみると，本

人には自覚がないのですが，と

にかくイライラしていて反抗的

です。検査の結果，甲状腺ホル

モンが出すぎている状態ー甲状

腺機能充進症とわかり，薬で治

療したところ徐々にイライラし

た感じがなくなり，結局登校拒

否も治ってしまいました。

甲状腺ホルモンは，体の新陳

代謝を盛んにするものですが，

多すぎると梢や，，的にイ ライラし

た状態になります。何度も交通

事故を繰り返したとか，夫婦l喧

嘩が絶えなかったというような

ことが， この病気の人によくあ

るエピソー ドです。

身体的には，汗が多〈 ，脈が

速し下痢ぎみとなり，また眼

が少しとび出た感じになります。

原因にはいろいろありますカヘ

ホルモンの材料となるヨードを

多〈含む海務類の摂り過ぎには

注意したいものです。禁煙した

のはいいのですが，円がさみし

いので昆布をいつもしゃぶって

いて，この病気になった人もい

ます。符崎のわかめも，おいし

いからといって食べ過ぎると，

イライラしてくるかもしれませ

んよ。

元年度63年度62年度61 年度

－F

欝

5
県
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

3
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
町
予
選
会

日
時

8
月
同
日

ω
午
後
7
時

却
分
か
ら

会
場

町
民
総
合
体
育
館

種
目

フ
レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス

・
大

な
わ
と
び

申
込
み

・
問
合
せ
先

ム云へ
。

教
育
委
員

－
平
成

4
年
8
月
号
⑪

，、.，、 t怜

余所の米の飯より内の獄……他人の家て’気がI~ しながらご~走になる米の飯より L，たとえ粗末でも， わが家で気策に食えるかゅのほうがよい．良薬ロに苦し…・・すぐれたききめがみる薬Jj.'5くて欽みにくい。忠言や決言！j聞いてtJcいものではないが．その身のためになることにたとえて
Lぃう．



ヰj
＠ 朝日町社会福祉協議会は，

皆 さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉セン'Yー内

H83-0576 

ボランティア
だより

「
ま
た
来
て
ね
」
の

声
に
励
ま
さ
れ

｜
｜
紙
芝
居
の
「
椎
の
木
グ
ル
ー
プ
」
｜
｜

ま
し
た
。

保
育
所
や
老
人
会
、
児
童
会
な

ど
、
依
頼
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ

で
も

出
か
け
ま
す
。
『
ま
た
米
て
ね
』
の

戸
に
励
ま
さ
れ
、
与
さ

や
か
な
奉
仕
を
続
け
て

き
ま
ー
し
た
。

町
に
残
る
民
話
や
伝
説
を
紙
芝

居
に
し
て
次
代
へ
伝
え
よ
う
と
、

私
た
ち

寸
維
の
木
グ
ル
ー
プ
」
が

前
動
を
始
め
て
か
ら
日
年
に
な
り

月

l
固
め
紙
芝
居
作

り
や
読
み
方
の
練
習
、

交
歓
会
な
ど
を
通
し
て

自
分
た
ち
自
身
も
成
長

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で

は
現
在
、
仲
間
を
募
集

中
で
す
。
紙
芝
居
を
通

じ
て
あ
な
た
も
奉
仕
と

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
（
連
絡
は
社
会

福
祉
協
議
会
へ
）

一一
2
5
0人
が
快
汗

二

＝

｜

福
祉
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
｜

＝

6
月
幻
日
、
第
凶
回
朝
日
町
福

祉
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
教
育
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
福
祉

団
体
に
加
入
し
て
い
る
老
若
男
女

約
2
5
0
人
が
参
加
。

3
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
今
日
は
幼

稚
園
」
や

「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」
な

ど
、
ユ
ニ

ー
ク
な
競
技
日
種
目
に

熱
戦
を
展
開
。
笑
い
と
歓
声
の
な

か
、
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

一妙
技
に
拍
手
の
う
ず

一

一
－
中
国
雑
技
団
が
有
磯
苑
慰
問
一

中
国
遼
寧
省
の
少
年
少
女
雑
技

団
の
一
行
が
6
月
お
日
、
特
別
養

「
有
機
苑
」
を
訪

護
老
人
ホ
ー
ム

れ
ま
し
た
。

こ
の
雑
技
団
は
、
中
間
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
と
伝
統
を
誇

る
名
門
。
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、

自
の
前
で
次
々
と
妙
技
を
披
露
す

る
子
供
た
ち
に
盛
ん
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

ありがとう

あたたかりiち

喝…良( 6月11目－ 7月10日）

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

賛
助
会
員
加
入
状
況

大
森
常
次
、
本
田
千
代
乃
、
山

岡
邦
彦
、
山
岡
英
子
、
山
岡
知
博
、

山
岡山
鎮
、
加
藤
善
治
、
寺
田
啓
次
、

魚
津
忠
明
、
池
田
儀
作
、
池
田
ふ

な

以

上
個
人
口
名
（

7
月
刊
日

現
在
）
申
し
込
み
は
町
内
担
当
民

生
委
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議

ム
云
へ
。

※

賛

助

会

員

制

度

昭
和
臼
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
賛

助
会
員
制
度
は
今
年
で
6
年
目
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
毎
年

会
員
を
非
集
し
、
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
基
金
と
し
て
結
み
立

て
、
そ
の
利
息
を
財
源
と
し
て
社

会
福
祉
の
充
実
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
賛
助
会
加
入
に
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
埋
解

・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

類（;i友を以て集まる……気の合った者！.± 自然によ り集まる。似た者lユ自然に集まるということ e

。平柳四｜珂よりゑさんから

亡夫栄作さんが生前お世話

になったおネしとして

100,000円

。辻安達時子さんから l円

玉硬貨 856円

。富山県移動商業組合さんか

ら 10,OOOIIJ 

募集期間V男子9月初日

まで（高校卒業予定者はは月

末日）V女子9月初日まで

応募資格日本国籍を有する

同歳以上幻歳未満の人（高校

生は平成5年3月卒業見込み

の人）

問合せ役場総務課庶務係（宮

内線206）または自衛隊魚

津募集事務所（EMll03

6）へ。

整理 求人職穏 年齢 賃 金 性5l1J
就業場所 採用 資免絡経験

番号 同 休 日 人数 2午等

製 缶 工 18才ー 150,000～ 
男

車耳8町草野
3 不問

55才 250,000 日祝． 第 l：土曜

2 ~ 逮 R能 18才～ 147 ,800-
男

朝日町東軍聖子 高校通卒以上
45才 222,000 日祝，第3土曜 普 免 許

3 整備 士 及 び 18才～ 150,000-
男

朝日町三枚橋
3 不見問習可見 習 45才 250,200 日祝．他会社指定

4 営 署長
18才～ 130,000～ 

男
朝日町三枚橋

不問
30才 250,000 水，祝，他

5 木 造 大 工 18才～ 190,000～ 
5尽

朝日田T越
5 不問形 粋 大 工 60才 320,000 日，他

6 i義 jjl）結束工 18才一 141,600～ 
女

朝日町東草野
5 不問

60才 144,000 日祝，第3土曜

7 E事 務 員 18才ー 120,000～ 
女

朝日町宮崎 不問
60才 150,000 日：祝 普通免許

8 作高速道路維持業 40才～ 147,500-
女

朝日町沼保
7 

不問
65才 165,000 日，第4土犠 普通免許

9 受付・歯科助手 18才～ 105,000～ 
女

戦日町道下
2 高校卒以上

30才 135,000 日祝， 他

10 製 造 エ18才～
124,000 女

朝日町犬家庭
3 不高校問卒

35才 日祝. ~手 1 05 8

自

衛

官

（U
1純
T
）

募
集
人
員

V
男
子

2
等
陸
士

・
一
般

8
名
、
高
校
生
日
名

2

等
海
士
・；

一
般

1
名
、
高
校
生
口

名

2
等
空
士
・：
一
般
2
名
、
高

校
生
同
名

マ
女
子
（
高
校
生
）

2
等
陸
士

8
名
、
2
等
一
榔
士

5
名

2
等
空
土
4
名

平成 d年8月介

くらしの情報室

ホット求人情報

7~ r求人情報一覧表sbこ・事11i円下さレ＇ （磁工観光線カウンターに展示）

合〈わしいこ とは．魚津公共ll:tl!安定所朝日介玄 1182-0198へお問い合わせ くださいε
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］
 

朝
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

朝
日
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で
は

今
年
も
次
の
と
お
り
川
魚
の
つ
か

み
ど
り
大
会
を
聞
き
ま
す
。
当
日

は
ア
ユ
や
ニ
ジ
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
な

ど
を
数
多
く
放
流
し
ま
す
。

ご
家

族
そ
ろ
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
9
日

側

午

前

日

時

か
ら
日
時
初
分
ま
で

場
所

桜
町
小
川
婿
詰

参
加
費

無
料

［
ふ
る
さ
と
講
演
会

］

日
時

8
月

同

日

倒

午

後

2
時

か
ら

3
時
叩
分
ま
で

場
所

役
場
4
階
大
ホ
ー
ル

講
師

勝
原
行
雄
氏

演
題

「
金
融
商
か
ら
見
た
日
本

経
消
」

一
自
然
ふ
れ
あ
い

一

一

コ
ン
サ
ー
ト

一

日
時

9
月

5
日

ω
午
後
7
時

か
ら
9
時
ま
で

会
場

笹
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

つふ
かる
みさ
どと
りJ11 
大魚
Z玄

（
間
夫
の
場
合
は
講
堂
）

内
容

マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

対
象

小
中
学
生
を
中
心
と
す
る

町
民
一
般
（
入
場
無
料
）

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
へ
。

一一
吉
河
豚
美
術
館
無
料
招
待

一

石
河
豚
美
術
館
で
は
開
館
記
念

と
し
て
、
次
の
と
お
り
美
術
館
無

料
招
待
を
実
施
し
ま
す
。

期
間

8
月

H
日
幽
か
ら
8
月
日

日
制
ま
で
の

3
日
間

対
象

「
広
報
あ
さ
ひ

8
月
号
」

持
参
の
方
と
同
伴
者
2
名
の
計
3

名
ま
で
。

問
合
せ
先

有
川
豚
美
術
館

（
2

m
l
0
1
0
0
）
へ
。

二
住
宅
金
融
公
庫

二

二

申
込
み
受
付
け
中

＝

返
済
期
間
が
長
期
で
、
借
入
金

利
の
低
い

、
お
得
な
住
宅
金
融
公

庫
の
融
資
申
し
込
み
を
現
在
受
け

付
け
中
で
す
。

「
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ

l
ン
」
「
中
古

住
宅
購
入
ロ
ー
ン
」「
財
形
住
宅
ロ

に
つ
い
て
は
来
年

3
月
四

t
l
、／
」

り
基
金
は
老
後
の
貴
金

ト
品

平
成

3
年

5
月
か
ら
、

司

出

自

営

業
者
等
の
国
民
年
金

に

川
」
第

1
号
被
保
険
者
の
方
々

一金

一
を
対
象
と
し
て
函
民
年
金

口
引
」

基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

口

日

こ

れ

は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
制
度

で
、
自
分
の
老
後
の
生
活
設
計
に

合
わ
せ
て
、

6
つ
の
タ
イ
プ
か
ら

白
由
に
加
入
口
数
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
に
は
、
各
県
に
一
つ
ず
つ

の
地
域
担
と
、
同
じ
職
純
の
方
で

全
国
に
一
つ
ず
つ
設
立
さ
れ
る
職

能
型
が
あ
り
、
富
山
県
で

5
4
0

0
人
、
全
国
で
糾
万
人
の
方
が
す

で
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

恭
金
の
掛
金
は
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
給
付

さ
れ
る
年
金
も
公
的
年
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
掛
金
は
、
若

い
人
ほ
ど
安
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
り
竪
か
な
老
後
へ
の
備
え

を
早
く
か
ら
始
め
る
よ
う
、
基
金

へ
の
積
極
的
な
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
年
金
係
（
宮
内

線

1
1
0
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

－
平
成
4
年
8
月
号

＠

礼Ii之和を用って賓しと為す……礼に とって（j，和らぐという精神が最も犬切である。まに礼に（j，校時正し さの印と ともに．和やかさが重
要であると い うこと 。 マ日を以て ~t し と為す」（j型Iii 太子の17箇条憲法の第 l 粂にも用い ら れた 。



日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

「
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ

l
ン
」
は
現
在

公
庫
へ
返
済
中
の
方
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
「
住
宅
金
融
公

庫
業
務
取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金

融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
北

陸
支
店
（
宮

0
7
6
2
1
日
｜

3

4
2
1
）
へ

問
い
合
わ
せ
を
。

一一
町
営
墓
地
公
募
受
付
け
中
一

問
で
は
、
高
島
地
内
の
町
営
墓

地
の
公
募
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は

役
場
住
民
課
環
境
保
健
係
（
宮
内

綿

1
1
3
）

へ
。

一一
交
通
遺
児
等
育
成
資
金

一

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た

方
の
子
弟
で
、
0
歳
か
ら
中
学
生

ま
で
の
子
供
を
対
象
に
、
無
利
子

で
育
成
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
時
金
M
万

3
0
0
0
円
、
月

額

l
万

8
0
0
0
円
、
入
学
支
度

金
4
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
返
済

期
間
も
初
年
以
内
と
長
く
、
安
心

し
て
借
り
ら
れ
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
地
鉄
ビ
ル
内
自
動
車

事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
富
山
支
所
（
官

。76
4｜
お

1
1
6
3
1
）へ。

この機会に美術館

IJET「朝日町の日」は8月21日働｜

？ JET’92 
－協賛施設への入場が割引きに一

'¥JET会場だけがエキスポ富山博じゃな

いJ町内の施設でもJE T入場券（使用・

未使用を問いません）を窓口で提示するこ

とで 「ふるさと美術館J「百河豚美術館Jの

入場割引きが受けられるほか， Bミリビデ

オ等が当たるプレゼン卜企画に応募するこ

とができます。

JET入場券め
意外移楽しみ方

広
野
春
美
、
折
谷
仁
美
、
舟
川
陸

入
、
扇
谷
恵
子
、
丸
岡
由
香
、
瀬

沼
円
、
西
岡
消
、
芦
崎
光
雄
、
大

門
順
子
、
杉
田
し
の
ぶ
、
魚
住
百

合
子
、
藤
田
聡
、
加
賀
し
げ
、
岡

本
仁

一
、
川
合
俊
雄
、
福
島
み
ゑ

子
、
大
谷
静
乃
、
大
津
嘉
津
明
、

舘
昭
一
郎
、
河
村
厚
子

五
箇
庄

地
区
会
西
田
雅
幸
、
会
土
屋
博
、

女
大
久
保
享
、

※
長
崎
正
直
、
坂

藤
と
し
え、

山
田
昭
英
、
長
井
加

奈
子
、
佐
渡
俊
成
、
江
端
図
美
、

広
田
一
弘
、
岡
島
美
也
子
、
草
山

文
夫
、
新
田
浩
美

南
保
地
区
会

坂
藤
慎
太
郎
、
※
岩
井
正
美
、
中

村
静
子
、
米
丘
洋
子
、
越
問
利
志

雄、

土
井
峰
子
、
坂
藤
俊
子
、
谷

口
正
子

山
崎
地
区
会
古
市
進
、

食
井
森
正
弘
、
A
H
九
里
瑞
恵
、
会

期間は9月30日まで，

めぐりとシャレてみませんか？

町の工事発注状況
Fヌ < H4.6.1～6.30> 

（このコーナーは 町が入札を行ったもの司
掲載しています。

工 司エ 名 場所 季建 純金 竃負員 業 者 担当課

ふるさと美術館
1-'I 下 i謬産業 ふるさと

屋上防水 ・収蔵庫断熱工事
東草野 6月 2,781,000 

株式会社 美術館

簡易水道改良事業
笹川 8月 2,420,500 

株式会社
建設隊

笹川i簡易水道配水管布設替工事 道用工業所

団体営林道舗装事業
笹川 8月 11,330,000 

小川建設工 農林

林道烏帽子山線工事 業株式会社 水産諜

平成4年度
三枚縫 8月 25,750,000 

小川建設工
建設課

町道大家庄焼却場線舗装工事 業株式会社

臨時交付金事業
II 8月 8,909,500 

北陸機材
建設諜

町道大家庄焼却場線安全施設工事 株式会社

林道集落定住是正主主鐙｛術事業
宮崎 8月 8,034,000 

小川建設工 農林

町道宮崎鹿島線舗装工事 業株式会社 水産課

泊中部保育所屋根修繕工事 上町 7月 2,523,500 
；株式会社折

住民課
僚政湖附古

愛
の
献
血

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（

6
月
実
施
分
、
会
印

は
側
叫
、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
叫
献
血
者
）

境
地
区
会
水
島
維
、
※
水
島
明
雷
、

渡
辺
智
絵

宮
崎
地
区

※
大
平

千
保
美
、
※
扇
谷
成
一
、
植
木

「
歯
の
健
康
児
」
表
彰
者

－
保
育
所

（
き
く
組
）
羽
名

境
・：
水
島
正
隆

宮
崎
・
・
金
田

沙
織
、
浜
田
佳
祐

笹
川
・
：
堀
内

勇
佑
、
竹
内
靖
智

泊
東
部
：
・
山

田
将
太
、
大
村
僚

泊
中
部
・
：
住

吉
悠
平
、
後
藤
嵩
裕
、

小
林
徹
也
、

中
村
湖
、
西
島
鷹
広
、
舘
由
依

泊
南
部
・
：
小
谷
亮
、
金
沢
悠
耶
、

平
田
祐
樹
、
飯
田
育
美
、
岡
島
梨

沙

西
部
：
・
追
分
悠
也
、

吉
江
裕

大
朗

桜
町
：
・藤
田
春
奈
、
水
野

安
奈

南
保
：
・坂
藤
雄
介
、
近
藤

愛
、
土
井
雪
菜
、
中
山
真
衣

山

崎
：
・
江
端
恭
平
、
九
里
光
洋
、
湯

口
史
也
、
鹿
熊
麻
希
子
、
川
口
抄

織
、
鹿
熊
美
穂
、
柳
沢
美
里

大

家
庄
・
；
住
吉
祐
一

、
沢
田
大
樹
、

昭
弘
、
水
島
孝
夫
、
嘉
義
陽
子

笹
川
地
区
合
折
谷
光
平
、

※
小
林

菊
美
、
竹
内
由
起
子
、
小
林
茂
、

長
井
嘉
栄

泊
地
区
会
花
房
伸
夫
、

会
山
岸
尊
、
カ
加
藤
真
紀
子
、
公

米
田
正
克
、

女
平
野
清
彦
、
京
中

陣
謙

一
郎、

※
島
端
明
子
、
※
下

津
和
美
、
島
田
誠

一
、
長
津
孝
司
、

瀬
沼
路
子
、
折
谷
悦
子
、
野
田
張
、

小山勝芯、※本田淳子、※名

越真由美、※七沢政時、久保

田良一、安遥祐一、七沢規子、

赤川直美、七沢省吾、初回竜

也、山本よしみ、青島悦子、

大井明美、寺内秀子、水野亮

子大家庄地区大沢田孝樹、

食山本誠、※清水誠一、水野

真紀子、平野町子、清水和美、

高島スエ子、川瀬喜与司、小

川直美、西島初枝、山岡敏彦、

水島英之、東伊都子、池田広

志、青木博美（以上川名）

。ご寄付を
あり、かとうございました

マ舟川新の藤田勲さんから亡

義父儀広きんが生前お世話に

なったお札として却方円

生活動需副稿者
7月 分（毎月10日現在調査）

司咽・... 

単 位 ：円

n"/1 名
平 士勾 ｛踊 キお

7月 前月比 前年間月比

ガ ソ ン
11 (Uhtl eJ 132 。

r巾 ):f t由
製 （両己j童18eJ 

982 。 - 31 

し p tf ス
PU 3, 117 。

( 5 m') + 44 

台 所期洗剤｜
日 ( 'l＇性洗斉1]600111€) 255 。 。

則 アィシ ュペ ーパ一
155 反守 3 ( 400枚t！~il'i 入。 ）

〉

品トイ レ ットペーパー
305 

( U － ／レ4f附且）
。 + 23 

食 ノマ ン 防）（普通品6枚入り ）
。 ＋ 7 

<' if 
『ミ国..v

力II (450 g i箱）
ン 326 。 4 

工
し ょう 1自

574 
(I .s eペγ トボ トル入1)) 

。 ＋ 9 

食
サラダ泌

362 + 13 （~ リ 若手総700 巨人 1) ) + IO 

J：制， と ウ l・、
（もめん 1丁）

103 。 + JI 

刊二 ずし
( l tパック入り） 256 。 + 18 

!j: 肉

除？（中｜均もも 100g) 
410 + 34 

除 i均
、ミミ乙ノ

生 （中肉もも100g) 
191 + 33 ＋ 

損事
1 い 10 170 + - 49 

司；［ ね ぎ

（普通品 1kg) 165 + - 94 

食 Ii れ し、 し よ

（普通品 1kg) 
239 - 18 - 20 

品キ ヤ
，、4 、‘F

y捜（普通品 lkg) 
137 - 33 

人 参 －~3 （普通品 1kg) 
246 - 272 

くらしの情報室

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

あ
な
た
の

本
箱

ヒ動と「 「

」 産ぃア 古d
とフゅうサ ’乃
はロメヒ 円
何 ｜ッの 五込
かカセこ 烹又

｜！と 九
州。は 由 ノ－~

怪を よ一事
死産戸 田 件

J主f康ど
サ 不 正 夫

格権のお ：ぬ最も なL ・tiiも織も使えない海はない。どんな船長にも附‘しら方策はあるものであ告というたとえ。

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館

l

（
官
邸
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん
に
母
を
見
た

村
上
允
俊

富
山
県
姓
氏
家
系
大
時
典角

川
書
店

太
田
治
子

司

葉

子

辺
見
じ
ゅ
ん

宮
本

輝

ガ
ル
ボ
ハ
ッ
ト

花
や
さ
し
く

大
下
弘
虹
の
生
涯

慧
星
物

語

上

下

本
の
紹
介

手喝・・ー“・，，..，，省2

、とι川

6

・」り
岡
山

’a
H
 

4
十デ、

持
基

し乙の分向日
l
し忙し

ιの
由
也

．
』
リ

－A
M
 

、ζLι 
？
Q
 

－すみ乞事

富
山
県
図
書
館
協
会
で
は
、
図
吋

害
館
を
利
用
し
て
の
体
験
、
感
想
械

臨

み
ー

や
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

州

知

一

ふ・
av

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

比
釦刑

問

由
国

－ア

l
マ

「
幻
世
紀
の
図
書
館
」
問

分白
出

恥
「
こ
ん
な
図
書
館
が
ほ
し
い
」
「

図

’

一
書
館
と
わ
た
し
」
の
い
づ
れ
か
に

一

川

崎
限
り
ま
す
。

耐

ふ

明
応
募
資
格

県
内
在
住
の
方

吊

岬

戸
応
募
規
定

4
0
0字
詰
め
原
稿

‘
J

用
紙

3
枚
以
内

γ鳩

締
切

9
月
初
日
（
水
）

a
知

お
問
い
合
わ
せ
は
朝
日
町
立
中

L

一川

央
図
書
館
へ
。

…

耐

山
内
に川

山

wm宮

川
申

「軒町
四
雌
伽

零」
一

向
l
H

品

欄

推
理
小
説
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作

目

家
、
内
田
康
夫
き
ん
の
長
綱
ミ
ス

叫

テ
リ

i
「
朝
日
殺
人
事
件
」
は
、

醐

愛
読
者
で
あ
る
笹
川
の
女
性
が
送

っ
た
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
き
っ
か
け

v

で
書
か
れ
ま
し
た
。
小
説
の
題
材

一
に
朝
日
町
を
取
材
。
名
探
偵
浅
見

光
彦
が
事
件
の
謎
を
追
っ
て
百
河

…
豚
美
術
館
や
ヒ
ス
イ
海
岸
な
ど
を

剛
訪
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
読
を
。

図
書
館
に
関
す
る
作
文
募
集

－
平
成

4
年
8
月
号

＠
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富山からモレて朝日から情報発信

ーじゃパレエキスポ富山＇92が開幕一

ごみ減量に
ボクらも一役

一学校・保育所にコンポスト－

ご
み
減
リ
ポ
化
が
叫
ば
れ
て
い
る

な
か
、
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、

削
内

の
各
学
校
と
保
育
所
に
コ
ン
ポ
ス

ト

（
生
ご
み
処
理
器
）
を
配
り
ま

し
た
。

大
家
庄
小
学
校
で
は
、
こ
の
コ

ン
ポ
ス
ト
を
給
食
五
と
花
凶
一の
近

く
の
ニ
か
所
に
設
躍
。

給
食
の
残

り
や
雑
草
な
ど
を
入
れ、

で
き
た

た
い

肥
は
花
の
肥
料
と
し
て
使
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
も
取
り
組
ん
で
い
る

ご
み
の
減
吊
化
。
大
人
も
負
け
て

は

い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

百三浦町

上町

清 水 町

松 j寿町

荒川二丁目

平柳二区

高畠

三 枚 楠

3人目の誕生
おめでとうごさ、、います

ぷ認

太

織

則

一

愛

太

樹

駿

混

志

車

除

由

遼

直

窃竜fgく野安静腿

男

男

女

男

男

女

男

男

長

長

長

2
長

2

3

2

大島喜芳

長井文人

下沢和光

戸副知j光

川瀬弘二

松原隆明

越間勝俊

桜井有I＼失

－ 

a、－

一町内企業を視察「奥さま工場見学会」一

息子！こすすめょうかしら

日東 町

下山主！？

~~ 

航

淳子

窃日夕窃~轡侶

長男

2女

谷口正一

｛書官正弘

「
人
間
ー
そ

の

内

と

外

日

山

か
ら
世
界
へ

・
未
来
へ

」
を
テ
ー

マ
に
、
小
杉
町
太
間
山
ラ
ン
ド
て

附
抗
さ
れ
る
第

一
一同
ジ

ャ
バ
ン
エ

キ
ス
ポ
日
山
犯
が
七
川
十
川
、
供

篠
宮
殿
下
、
紀
子
き
ま
ご
土
人
ぃ
去
を

お
迎
、え
し
て
華
や
か
に
開
幕
し
ま

し
た

ψ
こ
の
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
内
の
会

期
は
、
九
月
・
一ー
し

H
ま
で
の
八

十
日
問
。

町
と
し
て
も
八
月
二
十

一
日
の

「朝
日
町
の
日
」
に
は
、

多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
繰
り
広
げ
、

大
い
に
刺

H
町
を
ド
只
す
る

F
定

で
す
。
す
で
に
れ
か
れ
た
－
M
も
、

ま
だ
の
万
も
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
に
は
現
在
、
大
小
七
十

九
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
が
、
個

性
的
で
優
れ
た
技
術
を
持
ち
な
が

ら
も
慢
性
的
な
労
働
力
不
足
に
悩

む
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
町
内
企
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

、
労

働
力
碓
保
と
地
場
産
業
め
振
興
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
主
婦
の
万
々
を

対
象
に
し
た
「
耐
火
さ
ま

i
場
見
学

会
」
を
六
月
二
十
六
日
に
実
地
し

ま
し
た
。

こ
の
ユ
ニ

ー
ク
な
見
学
会
に
は
、

年
ご
ろ
の
了
供
を
持
つ
帥
湖
な
ど
、

当
初
の
千
mmu
を
大
幅
に
上
凶
る
七

十
五
人
が
参
加
。
町
内
．L
A
か
所
の

企
業
を
訪
れ
た
輿
さ
ま
た
ち
は
、

工
場
内
の
は
尚
子
や
尖
際
に
社
以
食

立
で
の
H

竹一食
も
体
験
す
る
な
ど
、

自
分
た
ち
の
町
の
企
業
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
回
り
ま
し
た
。

’＇／！！； ~＇考

人格町

神国 町

立 山 間l

t芸 町

五山市

池谷 町

高 岡市

金山

入手与 ｜！汀

荏 HJ

入善 ｜町

成

由子子14!.

雅浩

由五｛

辛：人

美智子

修

志津イー

｜；盆

さより

問lj

幸

谷

山

見

川

治

村

田

木

野

木

田

柳

扇

尾

氷

細

鍛

島

土
門

荒

律

柚

様

一千

f
J｜
、

r
l
Jl
t

，l
JI
－

－
J

l

、
r
l
J

、i
’
｜
〈
t
t

ニ
と
ば
っ
て
大
切
ね

1
婦
人
団
体
指
導
者
研
修
会
｜

出
か
い
信
頼
に
満
ち
た
人
間
関

係
を
築
く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い

「
は
な
し
こ
と
ば
」
に
つ
い

て
勉
強
し
よ
う
と
、
町
内
の
婦
人

団
体
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
が
六
月

二
十
四
日
、
や
一
涯
学
問
航
で
州
修

会
を
刷
き
ま
し
た
。

放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
広
瀬

正
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
研
修

会
に
は
、
約
五
十
人
が
出
席
。
二

時
間
に
わ
た
り
、
「
こ
と
ば
の
失
し

さ
」
や
「
表
現
法
」
、
「
話
し
万
」
を

熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

－hω招
a
A
u
a
p
U
3＠？

ー
町
民
総
ぐ
る
み
清
掃
デ
ー
ー

ヒ
ス
イ
海
山
停
（
川
崎
境
海
岸
）
の

出
向
き
が
行
わ
れ
た
七
月

4
H
、

町
内

一
円
で
治
制
作
業
い
か
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
町
民
総
ぐ
る
み
法
制
デ
｜
」
と

組
し
、
出
町
の
「

J

E
T
ク
リ
ー

ン
デ

｜
」
と
「
小
川
山
美
化
の
日
」

に
介
わ

せ
て
行
わ
れ
た
こ
の
日
の
清
掃
活

動
に
は
、
町
民
約
二
千
五
．白
人
が

参
加
。
道
一
路
や
河
川
、
海
岸
な
ど

て
、
ア
キ
カ
ン
や
ゴ
ミ
拾
い
に
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

しj

流
コ
ー
チ
が
ア
ド
バ
イ
ス

－
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
｜

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ

さ
ん
を
講
師
に
迎
、
え
た

「
県
民
ス

ク
の

メ
ダ
リ
ス
ト
、
荒
木
出

裕

子

ポ

｜

ツ
大
宇
校
」
の
バ
レ

1
ボ
｜

i
li
a
a者
ル

教

室

が

七

月

四

日

、
町

E
L能
付

官

民

総

合

体

育

館

で

開

か

れ

M
4
1引

ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
、

一
流

講
師
か
ら
じ
か
に
指
導
を

受
け
よ
う
と
、
川
明
日
巾
’
宇

校
や
泊
高
校
な
ど
の
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
部
員
約
行
人
が

参
加
。
基
礎
ト
レ

ー

ニ
ン

グ
を
皮
切
り
に
、

「
お
瓦
い

に
声
を
か
け
あ
う
こ
と
」

「
先
を
子
制
し
た
プ
レ

ー

を
す
る
こ
と
」
と
い

っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
パ
ス
や

レ
シ
ー
ブ
練

習
に
汗
を
流
し
ょ
ま
し
た
。

、，ー＿＿...

ミ彦
士克

J寛

j~ 

東草野

手rfl幾佐

平初IIー医

ムJi拘IIニ区

際問

Tt 型j’

高島

少ミ
日

長野

辻岩崎

金山

；車問

総塚

笑

g&e)Q,~星島~~

川すき（90)

島 トモエ（75)

島祐保（70)

倒ノブ（82)

永登夜（84)

川 芳太郎（79)

川賢昌（61)

茂政男（81)

回みよき（80)

坂輿三（84)

地理右ヱ門（83)

孫勇雄（68) 

野英イ・（43) 

口力松（69)

国はな（92)

悶慶久（66)

炭

水

水

犬

徳

押

内

南

篠

小

編

近

水

門

津

森

－
平
成

4
年
8
月
号

⑪

~ r 

事げ起に舗を自ぇ 段に揚げられている船！J:，忙しくないのでT容に教えてくれるから，ものをみねよ。ものを問うには相手を選ぶ必要があ
るというたと えである。

威あっ下猛からず ・威厳はあるが．内にIiill併がこもっていて荒々 しくない。孔子の人絡を弟子が詳したことばで，君子としての理怒的な人
柄をい 7.
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、，.＇，’資料提供・・民具示：号ジテプア
七三づ；ぷらの会

（前びき）

「
前
び
き
」
は
、
現

ιの
よ
う
に
製
材
所
が

な
か
っ
た
時
代
、
木
び
き
（
木
を
の
こ
ぎ
つ
で

ひ
い
て
材
木
に
す
る
こ
と
）
に
使
わ
れ
て
い
た

の
こ
さ
り
で
す
。
普
通
の
の
こ
ぎ
り
と
違
い
、

全
体
的
に
大
き
く
重
き
も
か
な
り
あ
リ
ま
す
。

’Bav 

か
つ
て
は
、
棋
を
打
ち
込
み
な
が
ら
「
前
び

長ヨ月 E週表 I~~，’

みJ~と醗見νJ-7\⑮

孟雲~
司罷昌宣言塁塁手

昨年の 5月，旧朝日検察庁

跡にオープンした「ふるさと

美術館J は，町の芸術 ・文化

の殿立。

、f成 3年度の fうるおい環

境とやま賞」に輝いた．合掌泣

1）を忠わせる落ち着いたたた

ずまいと洗練された内部のデ

ザインは，ここを訪れた人々

を優しく迎えてくれます。

美術館では開館以来，常設

展をはじめ多くの企画展を羽

催してきましたが，開館 1周

年を記念し．8月8・日から町

にゆかりのある岩崎巴人，谷

円山知11，長崎英人の作品をm
めた「巣立品の日本画家三人展」

が始まります。

炉、

き
」
を
使
い
、

似
公
よ
く
本
を
ひ
く
の
ど
か
な

光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
伐
採
す
る
木
が
大

き
い
と
き
は
「
前
び
き
」
も
持
っ
て
山
へ
上
が

り
、
そ
の
場
で
四
寸
板
に
ひ

い
て
か
ら
様
で
搬

出
し
た
も
の
で
す
。

昔
は

「
前
び
き
」
に
限
ら
ず
、
の
こ
ぎ
り
は

an・予
a
A
q

鍛
冶
屋
と
領
域
を
具
に
し
、
鋸
崖
で
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
相
当
古
い
文
書
に
も

『鋸
』

の
文

字
は
見
ら
れ
、
絵
草
紙
な
ど
に
も
鋸
を
使
用
し

て
い
る
様
千
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
鋳
造
術
の

発
達
と
と
も
に
、
錨
も
普
及
し
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

「
前
び
き
」

は
、
鈍
く
な

っ
た
刃
を
鋭
く
す

る
目
立
て
を
繰
り
返
し
、
切
れ
味
を
調
整
し
な

が
ら
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
大
正
に
入
っ
て

か
ら
の
製
材
所
の
出
現
に
よ

っ
て
、
次
郎
に
そ

の
前
要
が
減

っ
て
い
き
ま
し
た
e

し
か
し
、
馬

車
や
大
八
点
に
巡
搬
を
削

っ
て
い
た
昭
和
十
年

代
こ
ろ
ま
で
は
、
「
前
び
き
」
は
木
び
き
に
と
っ

て
大
切
な
道
具
の

一
つ
で
し
た
。

も先人のぬく

－
平
成
4
年
8
月
号
＠

V

『
今
月
こ
そ
は
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
ほ
し
い
』
と
思
い
な
が
ら
、
毎

月
数
字
を
入
れ
て
い
た
「
広
報
室
」

下
欄
の
町
の
人
U
数
。
す
で
に
皆

さ
ん
は
お
気
付
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
実
は

5
月
号
か
ら

1
8
0
0

0
人
を
切
り
、

6
月、

7
月
、
そ

し
て
今
月
号
に
至
る
ま
で
減
少
を

続
け
て
い
ま
す
。

V
こ
う
し
た
人
口
の
減
少
は
、
何

も
制
U
町
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
主
な
要

因
の
一
つ
で
あ
る
若
者
の
町
外
へ

の
流
出
は
、
果
た
し
て
仕
方
の
な

い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

’v町
で
は
去
る

6
月
、
町
内
に
住

む
高
校
3
年
生
（
泊
高
校
は
町
外

か
ら
の
通
学
生
を
含
む
〉
全
員
を

対
象
に
「朝
日
町
に
川
附
す
る
則
待
・

イ
メ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

V
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
主
役

と
な
る
若
者
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
現
在
、
そ
し
て
将
来
の
朝
日
町

像
。
集
計
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カッコ内tiwJJHt女 9.516(- 8) ~ I 17.922(-24）世帝数 5.202(- 9) 男 8.406（ー16)〔7月の人口〕


